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ゼミ活動報告 

「6 期生科学的思考論プレゼンコンテスト」 

氏名 木岡公貴 

 

 4 月 12 日、120 番教室にて、6 期生による科学的思考論プレゼンコンテストが行われ

ました。今回も例年通り ER 班、DC 班、PA 班の３班に分かれ、それぞれが課題図書で

学んだ科学的思考論について 15～20 分間のプレゼンをしました。 

6 期生にとっては、このプレゼンコンテストがゼミでの

最初の競争の場ということで３班とも優勝するためにかな

り気合いが入っていました。ER 班は、課題図書の『MBA

クリティカルシンキング』についてコミカルかつ情熱的に

語りかけていました。DC 班は、理解すること自体が難し

い『続・発想法』を読解し、その本で紹介されている KJ

法という思考法を知らない人にもわかるように解説していました。PA 班は、『クリティカ

ルシンキング入門編』を見やすいスライドにまとめ上げ、聞き手の頭にすぅーと入ってく

るようなプレゼンをしていました。どのプレゼンにも努力の跡が見えました。 

5 期生の先輩方の投票の結果、私が所属する ER 班が

優勝チームに選ばれました。ER 班は今回が初めての優

勝ということで、ER 班の先輩方と喜びを分かち合いま

した。また、個人賞も発表され、齋藤と原田が選出され

ました。わかりやすい例を用いた説明で輝きを見せた齋

藤が、例の中でも雛鳥を用いた例が特に印象的だったこ

とから、雛鳥賞を受賞しました。また、質疑応答で的確なフォローをして何度もチームメ

イトを救った原田がベスト救援賞を受賞しました。 

 このプレゼンコンテストを通じて、グループワーク

の難しさ、チームで一つのものを作り上げる楽しさ、

プレゼンの緊張感など多くのことを経験できました。

また、今回の自分の結果や課題、他チームのプレゼン

といった色々なものから刺激を受けたと思うので、そ

れをモチベーションにして、これからは 6 期生の間で

より激しい競争を繰り広げながら、全員で成長していきたいです。 

最後になりましたが、5 期生の先輩方、今回はご協力

ありがとうございました。これからもよろしくお願いし

ます。 


